
財務の概要　　-令和2年度決算の概要-

（注）千円以下を四捨五入しているため合計欄（実際の金額）の数値と一致しないことがあります。

● 資金収支計算書

[収入の部]
（単位：万円）

決算 前年度比

198,037 7,425

2,205 △ 742

194 △ 132

13,204 4,799

29,952 △ 13,515

5,157 △ 1,124

2,635 △ 415

2,614 △ 7,370

38,381 △ 10,060

8,780 5,304

△ 51,020 △ 1,260

250,139 △ 17,090

260,840 25,303

510,979 8,212

[支出の部]
（単位：万円）

決算 前年度比

152,176 △ 7,614

31,312 △ 226

11,600 △ 1,715

0 0

621 △ 1,990

4,457 2,884

27,439 △ 8,621

11,283 3,575

△ 5,960 4,710

232,928 △ 8,997

278,050 17,210

510,979 8,213

17,210 △ 8,093

　

（単位：万円）

活動区分 収入 支出 差異 前年度比

教育活動収支 220,320 195,089 25,231 11,319

設備整備等活動収支 831 11,079 △ 10,247 △ 6,062

小計(教育活動収支+設備整備等活動収支） 221,151 206,167 14,984 5,257

その他の活動収支 34,201 21,620 12,581 2,651

管理経費支出

借入金利息支出

施設関係支出

設備関係支出

資産運用支出

その他の支出

資金支出調整勘定

資金支出（B)

翌年度繰越支払資金

支出の部　合計

単年度収支差額（A)-（B)

教育経費支出

付随事業・収益事業収入

受取利息・配当金収入

雑収入

前受金収入

その他の収入

資金収入調整勘定

資金収入（A)

前年度繰越支払資金

収入の部　合計

科　　　　目

人件費支出

資産売却収入

科　　　　目

学生生徒等納付金収入

手数料収入

寄付金収入

補助金収入

収入の部合計は、資金収入25億139万円に前年度繰越支払資金26億840万円

を加えた51億979万円となりました。（前年度50億2,767万円 前年度比8,212万円）

また、単年度の資金収入（25億139万円）は前年度（26億7,229万円）より1億7,090

万円の減少となりました。

主な要因は、資産売却収入と前受金収入の減少によるものです。

支出の部合計は、資金支出23億2,928万円に翌年度繰越支払資金27億8,050万円

を加えた51億979万円となりました。（前年度50億2,767万円 前年度比8,213万円）

また、単年度ベースでの資金支出（23億2,928万円）は前年度（24億1,927万円）より

8,997万円減少となりました。主な要因は、人件費支出の減少です。

この結果、今年度は単年度として1億7,210万円資金が増加したことになります。

学納金～雑収入までの構成

学生生徒等納付金収入

手数料収入

寄付金収入

補助金収入

資産売却収入

付随事業・収益事業収入

受取利息・配当金収入

雑収入

人件費～資産運用支出までの構成

人件費支出

教育経費支出

管理経費支出

借入金利息支出

施設関係支出

設備関係支出

資産運用支出

また、『活動区分資金収支計算書』の結果が右表のとおり

となります。

「教育活動収支」及び「その他の活動収支」はプラス、

「設備整備等活動収支」はマイナスの結果となりました。

なお、当年度の教育活動から生じた収支で当年度の

施設設備資金をどの程度賄っているのかを小計で見る

ことができます。

この数値がプラスのため、借入金による資金調達なしで

施設設備に必要な資金を充当できていることが分かります。



● 事業活動収支計算書

[教育活動収支]
（単位：万円）

決算 前年度比

198,037 7,425

2,205 △ 742

194 △ 132

12,373 3,968

5,157 △ 1,124

2,918 △ 8,429

220,883 965

154,048 △ 9,448

54,814 △ 390

13,274 △ 1,977

0 0

教育活動支出計 222,136 △ 11,814

△ 1,253 12,779

[教育活動外収支・経常収支差額]
（単位：万円）

決算 前年度比

2,635 △ 415

290 290

2,924 △ 125

0 0

30 30

30 30

2,894 △ 155

1,641 12,624

[特別収支]
（単位：万円）

決算 前年度比

868 △ 2,358

975 △ 176

1,843 △ 2,534

164 △ 22,694

0 0

164 △ 22,694

1,679 20,159

[基本金組入・当年度収支差額ほか]
（単位：万円）

決算 前年度比

3,320 32,783

△ 4,143 △ 336

△ 822 32,448

△ 78,301 △ 33,270

110 110

△ 79,013 △ 712

当年度収支差額

前年度繰越収支差額

基本金取崩額

翌年度繰越収支差額

基本金組入額合計

科　　　　目

資産売却差額

その他の特別収入

特別収入計

資産処分差額

その他の特別支出

特別支出計

特別収支差額

科　　　　目

基本金組入前当年度収支差額

教育活動収支差額

科　　　　目

受取利息・配当金

その他の教育活動外収入

教育活動外収入計

借入金等利息

その他の教育活動外支出

教育活動外支出計

教育活動外収支差額

経常収支差額

徴収不能額

科　　　　目

学生生徒等納付金

手数料

寄付金

経常費補助金

付随事業収入

雑収入

教育活動収入計

人件費

教育研究経費

管理経費

この教育活動収支では、本業である教育活動に係る収支を表しています。

教育活動収入計は22億883万円、支出計は22億2,136万円で収支差額はマイナス

1,253万円となりました。

この教育活動外収支では、財務活動(資金調達･資金運用等)に係る収支を表し、

最後の経常収支では、上記の教育活動と教育活動外の合計（臨時的な収支を

除いた差額）を表しており、学校の経常的な事業活動が安定的であるかを判断する

指標となります。

今年度の収入は2,924万円、支出がなかったため収支差額はプラス1,641万円となり

ました。

また、経常収支差額は、教育活動収支のマイナス1,253万円に2,894万円を加算し

プラス1,641万円となりました。

この特別収支では、資産の売却処分等による差額や現物寄附、過年度修正等

一時的に発生した臨時的な収支を表しています。

収入計は1,843万円、支出計が164万円で収支差額はプラス1,679万円となりました。

三つの区分けの結果、基本金組入前の当年度収支差額が3,320万円のプラス。

本年度固定資産の取得や除却などにより算出された額として基本金への組入額

4,143万円を加算すると、当年度収支差額は822万円のマイナスとなりました。

令和元年度から繰り越した収支差額が7億8,301万円のマイナスため翌年度への

繰越収支差額は7億9,013万円のマイナスという結果になりました。



● 貸借対照表

[資産の部]
（単位：万円）

科　　　　目 本年度 前年度 差異

 固定資産 1,180,568 1,203,364 △ 22,796

　  有形固定資産 1,067,905 1,087,981 △ 20,076

　　   土地 609,079 609,079 0

　　   建物（建物附属設備） 429,124 449,297 △ 20,172

　 　  構築物・機械装置 2,263 2,944 △ 681

　   　教育研究用機器備品 12,691 11,826 865

　   　管理用機器備品 601 704 △ 103

　   　図書 14,036 13,918 118

　　　車両 111 214 △ 102

　  特定資産 16,367 9,166 7,200

　  その他の固定資産 96,296 106,216 △ 9,920

  　　 電話加入権 28 28 0

　 　  ソフトウエア 274 396 △ 122

　   　有価証券 83,020 92,053 △ 9,033

　   　その他 12,975 13,740 △ 765

　流動資産 281,994 269,723 12,271

　   　現金預金 278,050 260,840 17,210

　   　その他 3,943 8,882 △ 4,939

資産の部　合計 1,462,562 1,473,087 △ 10,524

[負債・純資産の部]
（単位：万円）

科　　　　目 本年度 前年度 差異

  固定負債 12,104 11,030 1,074

　　  長期未払金 251 493 △ 242

　　  退職給与引当金 11,725 10,417 1,308

　　  預り敷金 98 91 7

　　  預り保証金 30 29 1

  流動負債 45,191 60,109 △ 14,918

  　　未払金 5,201 10,122 △ 4,921

　  　前受金 38,381 48,442 △ 10,061

　  　預り金 1,609 1,546 63

　  　仮受金 0 0 0

負債の部　合計 57,294 71,139 △ 13,845

  第1号基本金 1,470,081 1,466,048 4,033

  第4号基本金 14,200 14,200 0

基本金計 1,484,281 1,480,248 4,033

繰越収支差額 △ 79,013 △ 78,301 △ 712

3,320

負債及び純資産の部合計 1,462,562 1,473,087 △ 10,524

純資産の部合計 1,405,268 1,401,948

固定資産は今年度118億568万円で前年度より2億2,796万円

減少しています。

減少の主な要因は、有形固定資産を取得した増加分と減価

償却の差異による減少と有価証券の売却が主な要因です。

流動資産は、現金預金が1億7,210万円の増加。これは資金

収支計算書の末尾に述べた単年度資金の増額と同額と

なります。

結果、資産の部合計では146億2,562万円が今年度額となり

前年度比1億524万円の減少となりました。

固定負債は、今年度1億2,104万円で前年度比1,074万円の

増加。主な要因は、退職給与引当金です。

また、流動負債は4億5,191万円と前受金の減少により前年度

比1億4,918万円の減少。

結果、負債の部合計は5億7,294万円となり前年度より1億3,845

万円の減少となりました。

基本金は、事業活動収支でも述べたように、本年度、第1号

基本金へ4,143万円繰入した為、その額が増加しています。

繰越収支差額は7億9,013万円のマイナスとなり、純資産の部の

合計は140億5,268万円、負債及び純資産の部の合計は146億

2,562万円となりました。


